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改
正
刑
事
訴
訟
法
に
於
け
る
被
疑
者
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

被
告
人
の
地
位
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

宮

崎

澄

夫

　
本
稿
に
於
て
私
嬢
改
正
珊
事
訴
訟
印
ち
昭
和
二
十
三
年
七
月
＋
β
（
法
律
第
＝
三
號
と
し
て
公
布
さ
れ
、
ボ
年
一
月
一
日
よ
り
施

行
さ
れ
た
珊
事
訴
訟
渋
の
下
に
於
て
、
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人
が
如
何
な
る
地
位
を
有
す
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
蓋
し
、
こ
の

法
律
は
、
新
憲
法
の
規
定
と
精
紳
と
に
基
き
、
從
來
の
荊
事
訴
訟
法
を
全
面
的
に
改
正
し
た
法
律
で
あ
り
、
從
つ
て
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人

の
蘇
訟
上
の
地
位
に
も
、
そ
れ
以
前
、
殊
に
湧
謂
慮
慧
措
置
法
の
規
定
に
よ
ウ
饗
更
を
受
け
る
以
前
の
珊
事
訴
蟄
法
の
下
に
於
け
る
そ
れ

に
比
し
、
著
し
い
愛
更
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
於
て
は
右
改
距
刑
事
訴
訟
法
を
砦
法
又
は
改
正
法
と
略
稻
し
、
こ
れ
に
封

し
て
、
所
謂
慮
急
措
置
法
に
よ
つ
て
菱
更
を
受
け
る
以
前
に
於
け
る
刑
事
訴
訟
法
を
蚕
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人
が
、
訴
訟
法
上
如
何
な
る
地
位
塔
あ
る
か
の
勝
題
は
、
こ
れ
を
外
面
的
、
形
式
的
に
観
察
す
る
な
ら
ぽ
、
被
疑
者

及
び
被
台
人
が
、
訴
訟
法
上
如
何
な
る
構
科
義
務
（
極
め
て
宏
い
意
味
で
）
を
有
し
又
は
負
は
さ
れ
て
い
る
か
、
及
ぴ
訴
訟
法
上
こ
れ
ら

の
者
に
封
し
知
何
な
る
露
分
が
鴛
さ
れ
得
る
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
を
内
薦
的
｝
實
質
酌
に
考
察
す
る
な
ら
ば
蘭
こ
れ
ら
の
者

　
　
　
　
鞍
髭
鴛
都
欝
舐
湊
に
鐙
げ
る
鞍
癖
者
漢
び
被
告
人
の
触
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
一
九
三
）



　
　
　
改
革
溺
峯
饗
換
法
に
於
サ
ラ
被
幾
嚢
及
び
被
告
人
の
堆
位
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
欄
九
四
）

の
窃
訟
法
上
の
根
本
的
性
格
決
定
の
問
題
で
も
あ
る
。
留
ち
こ
れ
ら
の
者
が
．
訴
訟
法
上
、
根
本
的
に
、
如
何
な
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ

て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
o

　
然
し
、
こ
の
被
疑
者
及
ぴ
被
沓
入
の
地
位
に
於
け
る
二
つ
の
面
は
、
飽
迄
も
面
で
あ
つ
零
、
そ
の
實
髄
は
勧
に
し
て
ヱ
頴
は
な
い
。
こ

の
二
つ
の
面
は
翠
に
考
禦
上
の
面
に
遜
ぎ
な
い
。
郎
ち
こ
れ
ら
の
者
の
訴
訟
蟄
上
の
櫨
利
義
務
の
問
題
乃
至
こ
れ
ら
の
者
に
封
し
て
、
刑

事
訴
訟
法
上
如
何
な
る
虚
分
乃
至
虎
置
が
と
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
訴
訟
法
に
於
け
・
る
こ
れ
ら
の
者
の
根
本
的
性
格
づ
け
と
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
根
本
的
性
格
づ
け
に
よ
つ
て
基
鍵
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
櫨
利
義
務
乃
至
こ
れ

ら
の
着
に
封
し
て
と
ら
る
る
訴
訟
法
上
の
虎
置
は
、
そ
の
正
當
な
内
容
を
奥
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
云
う
こ
と
は
同
時

に
又
、
こ
れ
ら
の
者
の
訴
瓢
慨
法
上
の
権
利
驚
”
務
乃
至
こ
れ
ら
の
者
に
封
し
て
と
ら
れ
る
訴
一
訟
“
法
上
の
』
巖
一
置
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
訴
盟
訟
“
法
』
由

の
根
本
的
性
格
づ
け
の
外
部
的
衷
現
で
あ
り
、
か
瓦
る
表
現
を
持
た
な
い
髭
格
づ
け
と
云
う
も
の
は
、
ー
ー
賓
定
法
の
問
題
と
し
て
こ
と

を
論
ず
る
限
り
ー
ー
存
在
し
な
“
と
敦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
よ
う
な
課
で
あ
る
か
ら
、
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人
の
地
位
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
外
面
的
な
も
の
と
の
關
蓮
に
於
て
内
面
的
な
も

の
を
見
、
又
内
面
的
な
も
の
と
の
關
蓮
に
於
て
外
面
的
な
も
の
を
見
る
と
曇
う
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
序
遠
の
順
序
と
し
て
先
す
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人
の
訴
訟
法
上
の
地
位
の
外
面
的
な
面
の
大
要
を
一
瞥
し
（
勿
諭
そ
の
際
も
一
感

内
欝
的
な
も
の
と
聞
蓮
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
）
．
家
樗
内
面
的
な
面
に
重
殿
を
移
し
、
被
疑
者
及
び
被
告
人
が
根
本
的
に
如
何
な
る

性
格
を
有
す
る
か
を
嬢
討
し
、
最
後
に
そ
の
得
ら
れ
た
と
と
ろ
に
從
つ
て
、
再
び
外
面
的
な
部
分
を
、
や
ふ
詳
麹
に
考
察
し
て
見
度
い
と

駄う・



第
一
章
　
被
疑
者
及
ぴ
被
告
人
の
地
位
の
概
要
（
主
と
し
て
外
面
的
な
）

　
　
　
第
醐
節
被
艇
脂

　
第
一
項
　
被
疑
者
に
封
す
る
身
燈
の
自
由
の
拘
束

被
疑
者
に
封
し
て
、
莫
身
胆
の
自
由
を
拘
束
し
得
る
こ
と
は
、
奮
法
、
慮
急
措
置
法
及
改
正
法
を
通
じ
て
等
し
く
認
め
ら
れ
て
い
る
o

侭
し
そ
の
方
法
及
手
絞
は
、
改
正
法
に
於
て
は
奮
法
に
於
け
る
と
大
い
に
趣
を
異
に
す
る
。
奮
法
に
於
て
は
、
被
疑
者
の
身
盟
を
拘
束
す

る
方
法
と
じ
て
は
、
勾
引
、
勾
留
及
ぴ
現
行
犯
の
場
合
に
於
け
る
逮
捕
の
三
者
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
槍
事
又
は
司
法
警
察
官
が
自
ら
勾
引

厭
叉
は
勾
留
歌
を
嚢
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
窩
ご
三
傑
乃
選
一
二
五
條
、
ご
冤
榛
）
。
之
に
封
し
て
、
感
急
措
置

法
で
は
、
橡
察
官
又
は
再
法
警
察
官
は
、
勾
引
欺
叉
は
勾
留
秋
を
獲
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
鑓
捕
に
つ
い
て
も
亦
、
現
行
犯

の
場
合
（
慮
黛
措
讐
法
第
八
隻
輪
薦
）
及
ぴ
所
謂
緊
急
逮
捕
の
場
合
（
局
二
鋭
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
逮
捕
歌
に
よ
る
べ
き
も
の
と
し
た
9
改
正

渋、

は
大
饅
に
於
て
、
ご
の
慮
念
措
澄
法
の
態
度
を
鱈
襲
し
て
、
家
の
よ
う
に
定
め
た
、

　
6
被
疑
者
の
逮
捕
検
祭
官
桧
豪
事
務
官
叉
は
司
法
警
察
臓
員
が
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
、
裁
判
官
が
豫
め
褻
す
る

逡
捕
朕
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
且
、
裁
判
官
が
逮
捕
駅
を
覆
す
る
に
は
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
営
の

理
由
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
一
九
九
傑
一
項
本
丈
）
。
倫
五
百
圏
以
下
の
罰
金
（
但
偏
金
等
臨
時
措
置
法
七
條
多
照
）
、
拘
留
又
は
科
料
に
あ
た

る
罪
に
つ
い
て
は
、
右
の
外
に
被
疑
者
が
定
ま
つ
た
佳
駈
を
有
し
な
い
か
、
又
は
正
當
の
理
由
演
な
く
て
捜
査
機
醐
の
出
頭
の
求
め
に
感

じ
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
同
項
但
書
）
。

　
所
で
遽
櫨
歌
に
よ
り
被
疑
者
を
逮
櫨
す
る
場
合
に
は
、
之
を
被
疑
者
に
示
さ
な
け
れ
ば
惣
ら
汝
い
の
で
あ
る
が
（
二
〇
一
傑
一
環
）
．
建
捕

　
　
　
　
蔵
毘
溺
事
欝
訟
法
鵬
於
す
る
被
漉
奏
及
び
被
費
人
の
蟻
位
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
　
　
　
（
一
鬼
五
）



　
　
　
黄
屈
窮
亭
篠
訟
淡
に
於
妙
る
犠
舞
者
及
び
被
費
人
の
地
位
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
一
九
六
）

欣
が
読
に
嚢
せ
ら
れ
て
い
る
限
り
、
逮
捕
者
が
遇
六
逮
捕
歌
を
所
持
し
て
い
な
く
と
も
、
急
蓮
を
要
す
る
場
合
に
は
、
被
疑
者
に
封
し

て
、
被
撰
事
資
の
要
旨
と
莇
に
逮
捕
駅
が
嚢
せ
ら
れ
て
い
る
旨
を
告
げ
て
、
こ
れ
を
逮
捕
す
る
こ
と
だ
で
き
る
（
二
〇
一
廉
二
項
、
七
三
繰
三

禦
）　

と
の
襟
に
、
被
疑
者
の
逮
捕
は
．
原
則
と
し
て
、
逮
捕
駅
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
に
封
す
る
例
外
と
し
て
二
つ
の

場
合
が
認
め
ら
れ
て
い
る
¢

　
ω
現
行
犯
の
場
合
．
現
行
犯
人
は
、
何
人
で
も
、
逮
捕
歌
な
く
し
て
こ
れ
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
嚇
コ
三
傑
）
。
但
し
、
五
百
圓

以
下
の
罰
金
（
但
髭
金
等
臨
聯
措
鴛
法
第
七
嫌
多
騙
）
、
拘
留
又
は
科
斜
に
あ
た
る
罪
の
現
行
犯
の
場
合
に
ぱ
、
犯
人
の
佳
所
若
く
は
氏
名
が

畷
ら
か
で
な
い
場
合
又
は
犯
人
が
逃
亡
す
る
虞
の
あ
る
場
合
に
限
肇
（
二
酬
七
傑
）
。

　
働
所
謂
緊
急
逮
捕
の
場
合
　
擁
察
官
、
捻
察
事
務
官
又
は
司
塗
響
察
職
員
に
、
死
刑
掌
無
期
若
く
は
長
期
三
年
以
上
の
懲
役
若
く
は
禁

鋼
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
ウ
る
充
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
で
、
急
蓮
を
要
し
、
裁
鋼
官
の
逮
捕
歌
を
求
め
る
こ
と
が
出

來
な
い
と
登
は
、
其
理
由
を
沓
げ
て
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
逮
捕
簑
直
ち
に
裁
刺
官
の
逮
捕
歓
を
求
め
る

亭
績
を
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
若
し
逮
捕
欺
が
褒
せ
ら
れ
な
い
と
き
は
直
ち
に
被
疑
者
を
羅
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
〇
修
、
二
μ

輔
修
》

　
右
の
如
き
改
墳
が
憲
法
第
三
三
條
の
規
定
に
基
い
て
恥
る
と
と
は
云
う
迄
も
な
雛
．
、

　
今
こ
の
改
距
の
結
果
と
、
窟
浅
の
下
に
於
け
る
場
合
と
を
比
鞍
す
る
と
、
談
疑
者
の
身
饅
を
拘
束
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
要
件
は
、
む

し
ろ
緩
寂
さ
れ
て
い
る
と
黛
5
こ
と
が
で
き
る
。
奮
法
の
下
に
於
て
、
勾
引
歌
を
嚢
し
得
る
場
合
に
關
し
て
は
、
相
當
嚴
格
な
翻
限
が
あ

つ
た
に
拘
ら
ウ
（
桧
事
又
は
司
法
警
叢
賞
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
奮
ご
三
傑
、
鍔
事
が
勾
引
を
舞
ナ
場
合
に
つ
い
て
は
、
奮
二
五
五
條
、
瞬
八
六
集
、
肉



凡
七
傑
V
改
正
漢
φ
下
で
は
．
原
則
と
し
て
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
ひ
る
相
當
な
理
由
が
あ
る
限
り
、
逮
捕
歌
を
頚

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
違
輕
罪
帥
決
に
よ
る
拘
禁
の
濫
用
と
曇
う
現
象
を
別
に
し
て
、
・
翠
に
訴
訟
法
の
規
定
だ
け
か
ら
云
う

な
ら
ぱ
、
改
正
法
の
方
が
被
疑
者
の
自
由
の
拘
束
に
味
方
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
改
正
法
は
、
奮
法
の
規
定
が
捜
査
の
逡
行
上
生
ぜ
レ

め
た
色
六
の
無
理
を
肯
定
し
、
其
の
無
理
を
な
く
す
と
同
時
に
、
憲
法
第
三
三
條
の
規
定
に
基
き
、
逮
捕
に
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
官
の

逡
捕
歌
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
つ
つ
、
遽
捕
歌
愛
震
す
る
に
つ
い
て
の
要
件
を
緩
釈
し
、
以
て
、
一
方
に
於
て
は
、
捜
査
の
途
行
に
溝

憾
な
か
ら
し
む
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、
こ
の
逮
捕
歌
を
嚢
す
る
構
限
を
、
桧
察
官
そ
の
他
の
捜
査
機
關
か
ら
猫
立
し
た
裁
判
官
に
の

み
奥
え
、
こ
れ
に
よ
つ
て
不
當
な
逮
捕
か
ら
被
疑
者
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⇔
被
疑
者
の
勾
引
　
所
謂
裁
判
上
の
準
起
訴
手
績
帥
ち
起
訴
彊
制
の
場
合
に
、
裁
判
所
又
嫁
裁
判
官
に
よ
る
被
疑
者
の
勾
引
が
認
め
ら

れ
て
い
る
（
二
六
五
燦
、
ニ
ニ
O
傑
四
項
）
o

駿
響
の
勾
留
整
渋
挺
匠
、
嚢
婁
寮
す
る
譲
、
す
べ
て
鋳
庭
誘
漿
老
沓
殺
馨
奮
．
ξ

て
こ
の
請
求
は
輸
察
官
の
み
が
こ
れ
を
爲
し
得
る
（
二
〇
四
燦
乃
至
二
〇
六
傑
、
扁
二
一
條
、
噌
二
六
傑
、
憲
三
四
傑
）
。

・
勾
留
の
請
求
を
受
け
た
裁
朝
官
は
、
勾
留
の
理
由
が
な
い
と
認
め
る
と
き
及
ぴ
第
二
〇
六
條
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勾
留
款
を
嚢
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
の
外
、
速
や
か
に
勾
留
散
を
褒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
“
。

　
ど
う
い
う
場
合
に
勾
留
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
改
正
法
の
草
案
は
、
そ
の
第
六
〇
鎌
の
本
文
で
「
裁
判
漸
は
、
被
告
人

が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
嘗
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
勾
留
す
る
こ
と
溝
で
き
る
。
」
と
し
、
唯
き
「
五
百
圓
以
下

の
罰
金
3
勾
留
又
は
科
料
に
あ
た
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
舌
人
が
定
ま
つ
左
住
居
を
有
し
な
》
場
合
に
限
る
o
」
と
の
但
書
を
附
す
る
に

止
ま
つ
た
か
ら
、
五
百
圓
以
下
の
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
あ
た
る
事
件
は
騎
と
む
て
、
．
一
般
に
は
、
被
告
入
が
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
赦
露
瀦
事
篠
訟
法
に
焚
憾
る
披
幾
者
及
び
被
告
人
の
触
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
幽
洩
七
）



　
　
　
殺
だ
鷺
雛
欝
訟
漁
緯
於
け
る
被
簸
者
及
び
被
轡
人
の
嬉
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
（
一
九
八
）

凝
う
に
足
り
る
相
嘗
の
理
由
の
あ
る
根
り
、
被
告
人
の
住
居
が
定
ま
つ
て
居
り
又
誰
擦
煙
滅
や
逃
亡
の
虞
等
が
な
い
場
合
に
も
、
こ
れ
娑

勾
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
襲
そ
し
て
第
二
〇
七
條
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
裁
剣
宜
の
爲
す
被
疑
者
の
勾
留
に
つ
い

せ
も
同
檬
の
取
扱
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
然
し
名
議
院
で
は
こ
れ
を
愛
當
で
な
い
と
し
、
勾
留
の
原
因
と
し
て
「
被
告
人
が

罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
當
の
理
由
が
あ
る
」
こ
と
の
外
に
、
更
に
、
薔
法
第
バ
七
條
第
一
項
各
號
と
ぼ
讐
同
檬
の
條
件
を
・

附
し
、
ω
被
告
人
が
定
ま
つ
た
住
居
を
有
し
な
い
と
き
、
③
被
告
人
ポ
罪
謹
を
隠
滅
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
當
な
理
由
が
あ
る
と
き
、

③
被
告
入
が
処
亡
し
叉
は
逃
亡
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
絹
當
な
理
由
が
あ
る
と
き
、
こ
の
何
れ
か
に
該
當
す
る
場
合
た
る
．
こ
と
を
要
す
る

も
の
と
し
た
の
で
あ
る
（
街
五
百
睡
以
下
の
罰
金
（
似
髄
全
等
臨
簿
捲
置
法
七
傑
奮
照
）
、
拘
留
又
は
科
料
に
あ
た
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
被
”

唐
人
が
定
つ
た
佳
居
を
有
し
な
植
場
合
に
限
り
、
拘
留
し
得
る
も
の
と
し
た
）
（
六
〇
繰
一
凋
、
三
項
V
。
こ
の
修
正
は
確
定
正
文
と
な
り
、

且
第
二
〇
七
條
第
一
項
、
第
二
蝉
㎝
條
、
第
叫
二
六
條
等
の
規
定
に
よ
夢
、
被
疑
者
の
勾
留
に
つ
“
て
も
同
檬
の
こ
と
が
愛
當
す
る
か

ら
～
被
疑
者
の
勾
留
の
理
由
と
し
て
も
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
ウ
る
相
當
の
理
由
が
あ
る
外
に
、
右
に
蓮
ぺ
た
よ
う

な
條
件
の
何
れ
か
が
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
，

　
爾
右
目
に
湛
ぺ
た
裁
制
上
の
準
起
訴
手
穣
に
於
て
被
疑
者
の
勾
留
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
二
六
五
傑
、
輔
ご
δ
燦
第
四
項
）
。

　
第
二
項
　
捜
査
擾
瀦
の
な
す
差
押
叉
は
捜
索
と
彼
疑
者

　
検
察
官
、
搬
祭
事
務
官
又
は
司
淺
警
察
臓
賛
は
、
犯
罪
の
捜
査
を
す
る
に
っ
い
て
必
要
渉
あ
る
と
き
は
、
裁
魑
官
の
褻
す
石
令
歌
に
よ

っ
て
差
押
又
は
捜
索
L
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
一
八
嫌
嫉
二
項
憲
三
五
鎌
）
。

　
又
挽
察
官
、
桧
祭
事
務
官
叉
は
前
法
警
祭
職
員
は
、
逮
捕
歌
に
よ
参
被
疑
者
を
蓮
捕
ア
る
場
合
、
緊
急
逮
捕
の
場
合
又
は
現
行
犯
人
を

逮
擁
す
る
場
合
に
於
て
、
必
要
彊
あ
る
と
き
は
、
人
の
住
層
文
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
．
建
逡
翰
若
し
く
は
般
舶
内
に
入
つ
て
、
被
疑
、
考



を
也
運
捕
す
る
爲
6
捜
索
を
す
る
こ
と
が
幽
來
る
し
、
逮
捕
の
現
場
で
、
差
郵
や
捜
索
…
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ニ
ニ
O
僚
第
繍
項
）
。
こ
の
場
『

合
に
は
、
令
欣
は
必
要
で
な
い
（
圃
僚
第
三
項
、
憲
三
五
傑
、
三
三
僚
）
。
更
に
被
疑
者
に
封
し
て
琶
せ
ら
れ
た
勾
引
厭
又
は
勾
留
釈
を
執
行
す

る
場
合
に
も
亦
同
檬
の
虚
分
が
で
き
る
（
一
ご
δ
僚
第
四
項
後
段
）
。
こ
れ
ら
の
威
分
が
、
被
疑
者
の
佳
居
、
財
産
、
身
盟
等
に
つ
い
て
も
爲

さ
れ
得
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
（
一
ご
二
傑
、
一
ご
一
二
條
、
九
九
傑
、
一
〇
〇
條
、
一
〇
二
繰
）
。

　
』
第
三
項
　
捜
査
機
關
の
爲
す
輪
蟻
叫
及
鑑
定
の
慶
託
と
被
疑
［
者

　
a
稔
誰
　
検
察
官
、
槍
察
事
務
官
・
又
は
司
法
警
察
職
員
は
、
捜
査
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
裁
剰
官
の
嚢
す
る
令
厭
に
よ
っ
て
桧
讃

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
＝
八
條
一
項
前
段
）
。
そ
し
て
、
桧
讃
を
す
る
場
合
に
は
、
身
燈
の
槍
査
、
死
鐙
の
解
剖
、
墳
墓
の
頚
掘
、
物
の

破
壌
其
他
必
要
た
虚
分
添
で
き
る
（
曇
三
條
、
ご
菟
傑
）
。
但
し
こ
れ
ら
の
慮
分
の
中
、
身
盤
の
桧
査
は
、
特
に
、
捻
察
官
、
槍
療
事
瀦

官
又
は
司
淡
警
察
員
の
請
求
に
よ
夢
裁
剰
官
の
盗
す
る
身
饅
検
査
散
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
二
八
僚
一
項
後
段
、
二
凋
乃
至
四
項
、

一
二
九
僚
）
。

　
又
桧
秦
官
、
稔
察
事
務
官
叉
は
司
法
警
察
職
員
、
は
第
一
九
九
條
の
規
定
に
よ
り
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
場
合
、
現
行
犯
人
を
逮
捕
す
る

場
合
、
又
は
緊
急
逮
捕
の
場
合
に
於
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
逮
捕
の
現
場
で
桧
誼
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
三
〇
傑
一
項
二
撲
）
。

こ
の
場
合
に
は
、
令
猷
は
こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
（
講
條
三
項
）
。
披
疑
者
に
封
し
て
嚢
せ
ら
れ
た
勾
引
朕
又
は
勾
留
厭
を
執
行
す
る
場
合

に
も
、
右
に
準
じ
て
、
槍
畿
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
條
四
顎
）
。
こ
の
逮
捕
、
勾
引
厭
又
は
勾
留
歌
執
行
の
際
の
稔
謹
に
つ
い
て
電
、

身
燈
の
抜
査
等
を
欝
し
得
ぺ
く
（
壬
三
様
、
一
二
九
傑
）
、
こ
の
身
燈
徐
査
に
つ
い
て
は
身
盤
桧
査
歌
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
解
す
ぺ
鳶

で
あ
ろ
う
ゆ

　
今
右
の
虚
分
と
被
疑
者
と
の
蘭
係
を
見
る
と
、
被
疑
者
の
住
居
、
財
産
又
は
殊
に
其
身
霞
解
搬
誰
の
封
蘇
と
な
陰
、
こ
の
舞
被
疑
者
の

　
　
　
　
養
憲
鴛
事
饗
鹸
法
に
於
サ
る
被
嬉
奏
及
び
被
告
人
の
地
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
一
轟
残
）



　
　
　
殴
毘
溺
峯
艀
訟
法
に
餐
け
る
被
疑
轡
盈
び
被
皆
人
O
地
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
二
〇
〇
）

身
髄
の
桧
査
を
も
爲
し
得
る
灘
で
あ
る
。
殊
に
、
第
二
ニ
ニ
條
に
よ
つ
て
、
第
＝
二
七
條
乃
至
第
一
四
〇
條
の
規
定
が
、
被
疑
者
の
身
鰻
．

の
槍
査
に
準
用
さ
れ
る
か
ら
、
箆
當
の
理
由
な
く
し
て
身
艘
の
桧
査
を
麺
ん
だ
被
疑
者
は
、
被
疑
者
以
外
の
も
の
が
こ
れ
を
挺
ん
だ
場
合

と
同
嫌
に
、
科
料
に
威
せ
ら
れ
且
拒
絶
に
よ
つ
て
生
じ
た
費
用
の
賠
償
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
寮
あ
る
外
、
刑
罰
を
も
科
せ
ら
れ
得
る
う
で

あ
る
。
過
料
に
虎
し
叉
は
こ
れ
に
賠
償
を
命
す
ぺ
き
と
き
は
、
裁
判
所
に
そ
の
虎
分
を
講
求
す
る
（
…
三
條
繁
七
寓
Y
其
請
求
を
爲
し
得

る
も
の
は
、
捻
察
官
、
穣
察
事
務
官
又
は
司
法
警
察
員
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
如
く
被
疑
者
の
身
艘
が
検
誰
の
霞
的
物
と
な
ゆ
得
る
か
ら
、
こ
の
鮎
で
は
、
被
疑
者
の
身
艘
は
一
つ
物
的
護
擦
方
法
で
あ
る
と
瀦

う
こ
と
が
で
ま
る
。
然
し
、
被
疑
着
の
身
騰
ぷ
物
的
誰
擦
方
法
と
激
勢
碍
る
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
被
疑
者
が
人

的
読
擦
方
法
と
も
な
り
得
る
と
歎
う
結
諭
を
下
す
こ
と
罫
で
き
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
被
疑
者
都
人
的
鐙
擦
方
法
と
な
る
と
訳
う
ζ

と
は
、
被
疑
者
の
報
告
又
は
僕
蓮
が
謹
擦
方
法
と
な
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
其
の
身
艘
炉
鐙
擦
方
法
と
な
る
こ
と
と
は
恥
感
別
個
の
問
題
で

あ
る
o
被
疑
者
の
供
蓮
に
つ
い
て
は
、
後
に
こ
れ
を
述
ぺ
る
。

　
⇔
鑑
定
　
稔
祭
官
、
絵
察
事
務
官
叉
は
司
法
警
察
職
員
は
、
犯
罪
の
捜
査
を
す
る
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
被
疑
者
以
外
の
者
‘

に
鑑
定
を
卿
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
（
麟
三
三
條
）
、
　
こ
の
場
合
、
被
疑
考
の
心
瀞
又
は
身
艦
に
關
す
る
鑑
定
を
さ
せ
る
上
に

必
要
で
あ
れ
ば
、
裁
剰
官
に
講
求
し
て
、
一
定
の
期
間
被
疑
者
を
病
院
其
他
相
當
な
場
駈
に
留
置
す
る
塵
分
を
爲
さ
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
（
ニ
ニ
四
俵
、
一
六
七
修
）
o

又
蕊
穫
鑑
雰
嘱
託
菱
け
薯
塗
裁
鵯
窮
許
可
を
書
て
（
豊
あ
許
葛
漿
畦
嚢
寝
襲
妻
箋
笥
馨
餐

が
ナ
る
、
ニ
ニ
五
傑
二
項
）
、
人
の
住
居
若
く
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
逡
物
若
く
は
船
舶
内
に
入
蟄
、
身
醗
を
桧
査
し
、
死
燈
を
解
剖

し
、
壇
墓
を
嚢
振
し
又
は
物
を
破
壌
す
る
こ
と
解
で
き
る
か
ら
（
ニ
ニ
五
儀
、
輔
六
八
峰
）
、
鍍
疑
者
の
身
麗
の
捻
査
も
こ
れ
を
な
し
得
べ



く
、
正
當
の
理
由
が
な
く
し
て
、
被
凝
者
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
場
合
に
は
、
前
述
の
稔
讃
の
爲
の
身
髄
稔
査
を
拒
ん
だ
場
合
と
同
様
の
制
裁

が
か
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
ニ
ニ
五
條
四
項
、
一
六
八
傑
穴
項
、
一
三
七
條
、
一
三
八
傑
）
。

　
第
四
項
　
被
疑
者
の
取
調

　
改
正
法
一
九
八
條
第
一
項
は
、
「
稔
察
官
、
槍
察
事
務
官
叉
は
司
法
警
察
職
員
は
、
犯
罪
の
捜
査
を
す
る
に
つ
“
て
必
要
が
あ
る
と
き
、

は
、
被
疑
者
の
幽
頭
を
求
め
、
こ
れ
を
取
調
ぺ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
被
疑
者
は
、
逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
は
、

出
頭
を
拒
み
、
叉
は
出
頭
後
、
何
時
で
も
退
去
す
る
℃
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
は
畢
寛
、
捜
査
機
關
は
、
犯
罪
捜
査
素

必
要
が
あ
蔽
ば
、
被
疑
者
の
出
頭
を
求
め
、
ζ
れ
を
取
調
ぺ
る
こ
と
が
翫
を
る
が
、
然
し
そ
の
求
め
に
悠
じ
て
出
頭
す
る
か
ど
う
か
は
、

被
疑
者
の
自
由
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
で
あ
る
。
奮
法
に
於
て
も
、
被
疑
者
の
取
謂
は
、
任
意
的
で
あ
る
の
を
原
則
と
し
、

　
ル槍

事
文
は
司
法
警
察
官
の
呼
鐵
に
封
し
て
、
こ
れ
に
感
じ
て
画
頭
す
る
か
ど
う
か
は
、
被
疑
者
の
任
意
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
捜
、

査
の
手
段
に
關
す
る
一
般
的
規
定
で
あ
る
奮
法
第
二
五
四
條
の
解
繹
上
そ
の
檬
に
解
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
特
に
、
被
疑
者
の
出

頭
義
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
原
則
と
し
て
任
意
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
條
文
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
實
務
の
賓
際
上
、
承

議同

行
と
云
う
名
の
下
に
、
一
種
の
強
制
的
な
串
頭
が
行
は
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
改
正
法
は
、
こ
の
弊
害
を
除
き
人
構
を
保
障
し
よ
ラ

と
曇
う
趣
旨
の
下
に
、
右
の
如
き
特
別
の
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
こ
の
規
定
に
よ
つ
て
、
被
疑
者
に
、
出
頭
す
る
と
否
と
の
自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
た
と
見
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
な
ぜ
．

か
と
云
う
と
、
畿
に
は
逮
捕
の
脅
域
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
蓮
母
た
よ
う
に
、
改
正
法
第
一
九
九
”
傑
第
轡
項
に
ま
れ
ば
、
桧
察
官
、

穣
察
事
務
官
又
は
司
法
棲
察
職
員
は
、
被
疑
者
ぷ
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
営
の
理
由
彊
あ
れ
ば
、
裁
綱
官
の
逮
捕
歌
を
求

め
て
、
被
撲
者
を
建
撞
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
五
喜
園
以
下
の
飼
金
、
掬
留
又
は
科
料
に
あ
た
る
罪
に
つ
い
て
も
、
ζ

　
　
　
　
破
寵
魏
事
餐
醗
法
κ
於
δ
る
被
飛
者
及
び
被
告
人
の
地
位
G
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
二
〇
一
）



　
　
　
徴
憲
弼
事
騨
駿
法
障
於
け
る
被
疑
者
及
び
被
費
人
の
地
位
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Q
　
　
　
（
二
〇
二
）

の
場
合
に
は
、
・
逮
捕
の
條
件
が
具
わ
つ
て
い
る
灘
で
あ
る
（
一
九
九
條
一
項
但
欝
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
逮
捕
と
い
う
手
段
に
よ
る
出
頭
砂

強
劔
が
是
認
さ
れ
る
t
と
に
な
斎
。
勿
論
、
曾
逮
捕
の
條
件
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
ζ
と
を
疑
う
に
足
り
る

相
常
の
麗
由
が
あ
る
こ
と
が
嬰
求
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
逮
捕
に
よ
る
画
頭
の
強
制
は
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
5
に
足
り
る
相
，

當
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
、
か
玉
る
理
由
の
な
い
限
夢
、
逮
捕
に
よ
る
出
頭
の
彊
制
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

一
慮
は
曇
い
得
る
。
即
ち
．
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
當
の
理
由
が
な
い
の
に
、
捜
査
機
關
が
被
▼
疑
者
に
封
し
て
出
頭
を
強
、

制
す
る
ヒ
と
を
禁
止
す
る
と
同
時
に
、
地
の
一
面
起
於
て
、
こ
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
以
上
は
、
趣
捕
に
よ
り
出
頭
を
強
創
し
て
も
差
支

え
あ
る
ま
い
、
と
曇
う
の
が
立
法
者
の
考
で
あ
る
と
思
は
れ
る
o
こ
れ
は
解
感
φ
理
窟
で
あ
る
が
、
賛
際
に
於
て
は
、
「
罪
を
犯
し
た
ζ

と
を
疑
う
に
足
り
る
相
當
の
理
由
」
が
あ
る
場
合
が
大
多
数
で
あ
ろ
う
か
む
、
結
局
實
際
上
は
、
籏
疑
者
に
は
、
出
頭
す
る
ぬ
ど
う
か
の

白
一
由
は
保
儀
”
さ
れ
て
W
な
い
も
の
と
云
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
凌
に
被
疑
者
は
、
桧
察
官
、
検
祭
事
務
富
又
は
司
法
警
察
職
員
の
取
詞
べ
に
封
し
て
、
供
蓮
を
握
む
ご
と
が
出
”
來
る
。
取
調
を
爲
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

の
は
、
取
謂
に
際
し
、
被
疑
者
に
封
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
供
蓮
を
拒
む
こ
と
が
出
來
る
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
λ
一
九
八
條
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ゆ

項
）
。
と
れ
は
從
來
行
わ
れ
騰
ち
で
あ
つ
た
自
白
の
張
要
を
防
止
し
、
憲
法
第
三
八
條
第
一
項
の
趣
旨
に
從
い
、
被
疑
者
の
人
棲
を
保
障
す

る
目
的
に
出
で
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
嚢
う
迄
も
な
い
。
面
し
て
、
こ
の
僕
蓮
を
拒
む
櫨
利
は
、
被
疑
者
が
、
逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ
て
い

る
場
合
に
於
て
も
亦
こ
れ
を
有
す
る
も
の
と
解
す
ぺ
き
は
嘗
然
で
あ
る
。
醤
法
の
下
に
於
て
も
、
被
皆
人
の
訊
問
に
つ
章
、
被
告
人
に
葱
鱒

塀
ρ
義
務
た
し
と
す
る
の
が
通
読
で
あ
つ
た
が
、
答
辮
の
義
務
を
肯
定
す
る
設
も
な
い
肇
聯
ぱ
な
か
つ
た
。
被
疑
者
に
っ
い
て
は
、
問
題
繕

一
燈
畷
瞭
で
た
か
つ
た
。
改
正
法
が
こ
の
融
に
つ
き
明
文
を
設
δ
、
被
疑
者
が
僕
蓮
を
携
む
こ
と
を
鶴
る
皆
を
明
ら
か
匿
し
た
の
は
、
瑳

こ
と
に
疋
嘗
で
あ
る
ひ



　
斯
く
の
如
く
改
正
法
の
下
に
於
て
は
、
明
文
を
以
て
、
被
疑
者
の
供
述
義
務
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
被
疑
者
が
取
調
に
窓
じ
て
、
供

蓮
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
供
蓮
は
こ
れ
を
調
書
に
録
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
綱
九
八
傑
三
項
）
。
そ
し
て
、
こ
の
書
面
で
被
疑
者
の
署
名
若

く

歓
捺
印
あ
る
も
の
は
（
伺
條
第
四
顎
、
五
項
）
、
第
三
ニ
ニ
條
の
規
定
に
よ
夢
、
そ
の
供
蓮
が
、
被
沓
人
に
不
利
釜
な
事
實
の
承
認
を
内
容

と
す
る
も
の
で
φ
る
と
き
又
は
、
特
に
信
用
す
べ
き
情
況
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
り
、
こ
れ
を
謹
擦
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
－
又
右
切
要
件
が
具
わ
ら
な
い
場
合
で
も
、
検
察
官
及
ぴ
被
告
人
が
護
櫨
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
場
合
に
は
、
其
書
面
が
作
成
さ

れ
た
と
き
の
悔
況
を
考
慮
し
、
相
當
と
題
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
謹
撮
と
す
る
こ
と
が
禺
來
る
（
三
三
ハ
條
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
要
す
る
に
、
被
疑
者
に
は
、
供
述
の
義
務
は
な
い
が
、
そ
れ
が
任
意
に
供
述
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
録
取
し
た
書
面
が
、
誰
撮
と
な

り
得
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
鮎
で
は
、
詮
撮
方
法
的
性
格
を
持
つ
て
い
る
も
の
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
項
　
被
疑
者
の
保
謙
鰹
及
防
禦
槽

　
捜
査
の
主
た
る
任
務
は
、
一
定
の
被
疑
事
實
に
基
い
て
、
裁
制
斯
に
公
訴
を
提
起
す
ぺ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
帥
ち

如
何
な
る
犯
罪
が
犯
さ
れ
た
か
、
何
人
が
犯
人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
其
護
擦
を
蒐
集
す
る
こ
と
を
以
て
主
た
る
任
務
と
づ
る
。
こ
の
た

め
に
捜
査
機
閥
は
、
國
家
の
槽
威
を
背
景
と
し
て
、
良
ら
叉
は
裁
判
所
に
講
求
し
て
、
訴
訟
法
其
他
の
規
定
に
塞
き
、
任
意
叉
は
強
制
の

手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
被
疑
者
に
封
し
て
と
ら
る
べ
き
も
の
の
重
要
な
も
め
に
つ
い
て
は
、
臨
に
遠
べ
た
所
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
手
段
は
噛
一
面
に
於
て
は
、
捜
査
の
目
的
途
行
上
、
必
要
で
あ
る
に
は
相
蓬
な
い
が
、
他
面
に
於
て
は
、
そ
の
本
來
の
栓
質

士
、
又
は
そ
の
濫
用
に
よ
夢
、
被
疑
者
の
利
釜
を
不
當
緩
侵
害
す
る
虞
れ
が
少
く
な
い
、
こ
の
理
由
に
よ
つ
て
、
訴
訟
法
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
被
疑
者
の
保
護
の
た
め
．
諸
種
の
規
発
を
設
け
な
い
も
の
は
な
い
筋
又
．
猫
参
訴
訟
法
が
、
か
玉
る
保
護
規
定
を
設
け
る
の
拳

　
　
　
　
黄
宣
灘
事
欝
訟
法
に
於
緯
る
被
漉
者
及
び
被
費
人
O
地
位
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
嶺
　
　
　
（
二
〇
一
一
G



　
　
　
重
毘
珊
亭
酵
整
”
法
に
賛
す
る
被
漉
嚢
λ
び
被
皆
人
の
地
歴
G
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
二
　
　
　
（
二
〇
㎎
）

で
な
く
、
被
疑
者
自
勢
に
封
し
、
自
己
防
禦
の
た
め
に
榊
定
の
行
露
を
爲
し
得
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
以
下
改
並
法
に
於
け
る
そ
の
大

要
を
遠
べ
る
。

　
臼
被
擁
者
の
傷
護
　
改
正
法
第
一
九
六
條
は
、
稔
察
官
、
．
検
豪
婁
務
官
及
び
司
法
警
察
職
員
、
並
び
に
辮
護
入
そ
の
他
職
務
上
捜
査
に

關
係
あ
る
も
の
は
、
被
疑
者
そ
の
他
の
者
の
名
春
を
害
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
且
つ
捜
査
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
レ
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

ぱ
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
は
薔
法
第
二
五
三
條
と
ほ
讐
同
趣
旨
で
あ
砂
、
、
唯
、
捜
査
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
轟
い
と
云
う
文
曾
を
附
加
し
た
に
遍
ぎ
な
い
。
改
正
法
が
特
に
被
疑
者
の
保
護
に
留
意
し
た
鮎
は
弐
の
如
き
も
の
で
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

る
o

　
ω
令
歌
主
義
の
探
用
　
読
に
遠
ぺ
た
よ
う
に
、
致
正
法
は
、
逮
捕
、
勾
留
、
押
教
、
捜
索
、
桧
護
等
の
虎
分
は
、
原
剣
と
し
て
、
捜
奪

槻
薦
か
ら
凋
立
も
た
戯
判
富
の
令
歌
に
よ
る
べ
き
憶
の
亡
し
、
以
て
被
疑
着
其
他
こ
れ
ら
の
露
分
を
受
く
る
者
の
利
釜
が
、
不
當
に
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
。
身
盤
の
綴
査
に
つ
い
て
陰
、
特
に
裁
判
官
の
褻
す
る
身
燈
絵
査
歌
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

槍
祭
官
、
樵
漿
事
務
官
又
は
司
法
警
察
員
が
、
稔
査
欺
を
請
求
す
る
に
は
、
・
身
燈
の
槍
査
を
必
要
と
す
る
理
由
、
身
燈
の
槍
査
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

者
の
性
別
、
健
康
状
態
そ
の
他
裁
朝
所
規
則
で
定
め
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
恥
も
の
と
し
（
二
一
八
條
三
項
）
，
裁
判
官
は
、
身
照

の
槍
査
に
閲
レ
、
適
嘗
と
認
め
る
條
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
（
同
鎌
四
項
）
。
捜
査
擾
闘
か
ら
、
鑑
定
の
卿
託
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

、
』
者
が
身
健
の
槍
査
を
ず
る
場
合
に
は
、
籔
祭
官
、
捻
察
事
務
富
又
は
司
法
警
察
員
か
ら
裁
弱
官
に
請
求
し
て
、
許
可
歌
を
得
な
廿
れ
ば
な
・

ら
な
い
の
で
あ
り
、
て
の
場
合
に
も
、
裁
蒋
官
は
、
身
饅
の
桧
査
に
蘭
し
、
適
當
と
認
め
る
條
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
｛

（
ニ
ニ
五
強
、
＝
ハ
八
僚
）
o

　
右
の
如
凄
令
状
主
義
の
探
用
が
、
憲
法
第
三
三
條
、
第
三
五
條
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
h
。



　
ω
逮
捕
よ
り
勾
留
請
求
迄
の
時
間
に
制
限
を
加
え
、
。
迅
速
に
騨
放
か
勾
留
か
を
決
せ
し
む
る
こ
と
と
な
し
た
こ
と
、
及
び
、
勾
留
請
求

の
か
よ
り
公
訴
提
起
迄
の
期
閥
を
制
恨
し
た
こ
と
。
逮
捕
歌
に
よ
る
、
被
疑
者
の
逮
捕
の
場
合
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
い
桧
察
事
務
官

叉
は
司
法
巡
査
が
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
合
に
は
、
橡
察
事
務
官
は
、
｝
稔
察
官
に
司
法
巡
査
は
司
法
警
察
員
に
、
い
す
れ
も
、
慮
ち
に
、

乞
れ
を
引
渡
さ
な
け
れ
拭
な
ら
な
い
（
二
〇
二
條
》
叉
飼
法
警
察
員
が
、
自
ら
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
と
管
又
は
司
法
巡
査
か
ら
被
疑
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

受
取
つ
た
場
合
に
は
、
被
疑
者
が
身
齢
む
拘
恥
ぎ
か
か
ど
か
加
か
、
’
四
十
八
時
間
以
内
に
、
書
類
及
詮
擦
物
と
と
も
に
身
柄
を
微
祭
官
に

邊
致
す
る
乎
績
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
（
二
〇
三
僚
一
項
）
、
　
こ
の
時
間
内
に
逡
致
の
手
績
を
し
な
い
ど
き
は
、
‘
直
ち
に
被

擁
者
を
騨
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
鍔
鎌
三
項
）
。

　
薇
察
官
が
、
右
の
如
き
司
法
警
察
員
の
逡
致
手
襖
に
よ
つ
て
被
疑
者
を
受
取
つ
た
場
合
に
は
、
留
置
の
必
要
が
な
い
と
思
粁
す
る
と
喜
．

は
臨
ち
に
ビ
れ
を
篇
放
し
・
貿
置
の
必
要
が
訪
る
と
想
料
す
る
と
き
緯
・
被
疑
者
を
受
取
つ
た
と
き
か
ら
二
十
四
時
簡
以
内
、
被
疑
者
が

身
饅
を
拘
束
さ
れ
た
と
き
か
ら
七
十
二
時
問
以
内
に
、
裁
制
官
に
勾
留
の
講
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
〇
五
僚
一
項
、
ご
項
）
。
麹
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

槍
禦
官
が
、
司
法
警
漿
員
か
ら
被
疑
者
の
逡
致
を
受
け
た
場
合
に
、
勾
留
の
講
求
を
な
す
べ
き
時
閥
的
制
限
は
、
被
疑
者
髪
受
取
つ
た
と

　
　
　
づ

凄
か
ら
起
算
さ
れ
る
制
限
と
、
綾
疑
者
が
嘗
初
身
燧
の
拘
東
を
受
け
た
と
き
か
ら
起
算
さ
れ
る
制
隆
と
、
こ
の
二
つ
の
制
限
を
受
け
る
か

ら
、
司
法
警
祭
員
が
、
四
十
八
時
閲
の
時
間
的
制
限
よ
り
も
早
く
逡
致
の
手
績
を
と
ウ
、
從
つ
て
、
桧
察
官
が
こ
れ
を
受
取
つ
た
と
き
か

ら
起
算
し
、
二
十
四
時
閥
を
超
え
て
も
冑
且
身
燈
の
拘
束
を
受
サ
た
と
き
か
ら
起
算
し
て
鞠
七
十
二
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な

燭
合
で
も
，
繊
察
官
は
、
こ
れ
を
理
由
に
、
勾
留
の
講
求
を
延
引
す
る
こ
と
が
で
琶
な
》
と
同
時
に
、
假
令
被
疑
者
を
受
取
つ
た
と
き
か

ら
二
十
四
時
間
以
内
で
も
、
被
疑
者
が
身
盤
の
拘
東
を
受
け
た
と
き
か
ら
起
算
し
て
七
十
二
時
間
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
な
い

時
聞
内
に
勾
留
の
講
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
灘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
劔
隈
さ
れ
た
時
閃
内
に
．
勾
留
の
講
求
を
す
る
か
叉
は
公

　
　
　
　
黄
蕉
鴛
事
欝
蕨
法
に
盤
鯵
る
鞍
幾
看
及
び
被
告
人
O
地
蛇
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
改
道
溺
事
訴
訟
淡
に
於
け
る
被
疑
嚢
及
び
被
皆
人
の
地
位
⇔
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
四
　
　
　
（
二
〇
六
）

訴
を
提
趨
し
な
い
限
ウ
、
直
ち
に
被
疑
者
を
轟
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
〇
五
傑
三
項
）
。

　
又
繊
禦
官
が
、
自
ち
被
疑
者
を
遽
捕
し
た
場
合
又
は
逮
捕
駅
に
よ
凱
建
捕
さ
れ
た
被
疑
者
を
、
桧
察
事
務
官
か
ら
受
取
つ
た
場
合
に

ぱ
、
被
疑
者
が
身
雌
を
拘
束
さ
れ
た
と
き
か
ら
四
十
八
時
間
以
内
に
、
勾
留
の
請
求
を
す
る
か
又
は
公
訴
を
提
趨
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
・

い
（
二
〇
四
傑
榊
顎
）
。
そ
し
て
若
し
、
こ
の
時
間
の
制
限
内
に
勾
留
の
請
求
叉
は
公
訴
の
提
起
を
し
な
い
と
き
は
、
直
ち
に
被
疑
者
を
罧
放

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
繰
二
項
）
。

　
右
ば
、
蓮
捕
厭
に
よ
る
逮
捕
の
場
合
で
あ
る
が
、
緊
急
建
捕
の
場
合
及
び
現
行
犯
人
逮
捕
の
場
合
に
於
て
も
、
右
に
準
じ
て
手
績
を
な

す
ぺ
き
で
あ
る
（
一
二
一
條
、
齢
二
穴
條
）
。
現
行
犯
入
が
常
人
に
逮
捕
さ
れ
た
笏
合
（
一
二
三
條
）
に
も
、
逮
捕
着
は
直
判
に
、
捜
査
機
闘
に
、

犯
人
を
引
渡
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
》
る
か
ら
、
そ
れ
が
實
際
に
多
少
の
時
間
を
要
し
た
場
合
に
も
、
こ
の
時
間
は
．
、
前
記
の
劔
限
時
閥

計
算
の
場
合
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
嫌
に
改
正
法
は
、
奮
法
第
＝
軸
六
條
乃
至
圃
二
九
條
に
比
し
、
＝
暦
嚴
格
に
、
逮
捕
及
勾
留
手
籏
に
時
聞
的
制
阪
を
加
え
た
の
で

あ
る
が
、
現
實
に
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
つ
て
こ
の
制
限
に
よ
る
こ
と
彊
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
検
祭

會
は
、
裁
判
官
に
、
そ
の
事
由
を
疏
明
し
て
、
被
疑
者
の
勾
留
を
講
求
す
る
こ
と
が
で
を
る
（
二
〇
六
傑
一
項
）
、
こ
の
場
合
、
裁
暫
官
は
、

　
　
　
ヤ

そ
の
蓮
延
が
．
や
む
を
得
な
い
事
間
に
基
く
正
當
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
な
け
れ
ば
．
勾
留
歌
を
嚢
す
る
こ
と
が
で
き
憶
い
（
隣

讐
董
）

　
亥
に
公
訴
の
提
起
に
關
す
る
時
腿
的
勝
限
に
つ
い
て
見
る
に
、
’
被
疑
者
を
勾
留
し
た
事
件
に
つ
恥
て
は
、
勾
留
の
請
求
を
し
た
β
か
ら

＋
圓
以
内
に
公
訴
を
提
起
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
も
し
こ
の
期
間
内
に
公
訴
を
提
起
し
な
い
と
蓉
は
、
検
祭
官
は
、
直
ち

に
被
疑
着
を
織
放
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
（
二
〇
八
倭
榊
項
）
。
も
つ
と
も
、
や
む
を
得
な
い
事
由
蘇
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
勃
官
は
、



桧
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
こ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
琶
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
期
蘭
の
延
長
ぼ
通
じ
て
十
日
を
超
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
（
同
俊
三
項
）
o

　
⇔
　
被
疑
者
の
防
禦
槽
　
被
疑
者
は
、
，
被
告
人
と
ち
が
つ
て
、
未
だ
訴
追
を
受
け
て
は
い
な
い
。
從
つ
て
、
桧
察
官
の
現
に
な
じ
た
訴

追
に
封
す
る
防
護
と
云
う
意
味
に
於
け
る
防
禦
権
は
、
被
疑
者
に
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
禺
來
な
い
。
然
し
、
被
疑
着
に
封
し
て
、
將
來

公
訴
が
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
乃
至
蓋
然
性
は
、
臨
に
県
燈
的
に
嚢
生
し
て
い
る
。
從
つ
て
、
か
玉
る
將
來
行
わ
る
ぺ
き
公
訴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

傭
え
、
公
判
手
績
に
於
い
て
防
禦
を
す
る
爲
の
準
備
的
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
帥
ち
公
判
に
於
け
る
防
禦
の
準
備
と
し
て
の
防
禦
で
あ

る
。
こ
の
意
味
に
於
け
る
防
禦
が
、
先
す
、
被
疑
者
に
り
い
て
、
考
え
ら
れ
る
灘
で
あ
る
。
私
は
今
假
ウ
に
こ
れ
を
、
準
備
的
防
禦
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
女
に
、
被
疑
者
は
、
公
訴
が
提
起
さ
れ
ざ
る
こ
と
に
つ
い
て
最
も
利
釜
を
感
す
る
。
公
訴
が
提
起
さ
れ
な
い
限
勢
、
彼
が
有
罪
の
制
決

を
受
け
る
具
燈
的
可
能
性
は
全
然
な
い
。
帥
ち
、
こ
の
鮎
か
ら
致
つ
て
捜
査
機
關
に
封
し
て
、
自
己
に
有
利
な
材
料
を
提
串
し
、
こ
れ
に

よ
つ
て
、
桧
察
官
を
し
て
不
起
訴
の
慮
分
を
爲
さ
し
め
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
も
、
こ
れ
亦
、
被
疑
者
に
と
つ
て
一
種
の
防
禦
で
あ
る
と

云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
9
私
は
こ
れ
を
被
疑
者
の
豫
防
的
防
禦
と
呼
ぶ
。

　
更
に
、
被
疑
者
は
、
自
己
の
身
儀
、
自
由
、
名
春
、
財
産
等
に
封
し
て
、
捜
査
上
、
不
欝
な
る
威
分
蔭
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
り
い
て
、

重
大
な
る
利
釜
を
感
事
る
。
若
し
、
こ
の
不
當
な
る
慮
分
を
防
止
し
叉
は
、
爲
さ
れ
た
露
分
を
撲
除
す
る
た
め
に
、
被
疑
者
に
封
し
て
何

等
か
の
活
動
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
れ
も
亦
一
種
の
防
禦
と
云
う
こ
と
歩
韻
策
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
を
手
捜
上
の
防
禦
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

　
右
の
如
く
、
被
疑
者
の
防
禦
は
、
準
傭
的
防
禦
と
、
豫
防
的
防
禦
と
、
手
綾
上
の
防
禦
と
に
獲
別
す
る
こ
と
張
歯
來
る
が
、
こ
の
三
者

　
　
　
　
改
毘
鷺
事
篠
蟄
法
に
於
け
る
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
触
粒
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
敵
五
朔
亭
鍵
訟
訣
に
麓
鯵
る
被
餐
者
瓦
び
被
青
人
の
鵡
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
二
〇
八
）

は
決
し
て
無
關
係
な
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
防
禦
が
、
反
射
的
に
他
の
防
禦
と
し
て
の
敷
果
を
持
つ
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
し
、

叉
一
つ
の
防
禦
活
動
が
、
数
個
の
臼
的
を
以
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
故
を
以
て
、
右
の
匿
別
を
否
定
す
る
こ

と
は
遡
嘗
で
な
い
。

　
以
下
に
於
て
順
武
、
こ
れ
ら
の
防
禦
が
如
何
な
る
範
園
に
於
て
是
認
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
各
種
の
防
禦
を
爲
す
爲
に
、
如
何
な
る

構
利
が
、
改
正
法
上
、
被
疑
者
に
封
し
て
興
え
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

　
ラ

　
A
手
緩
上
の
防
禦
の
爲
に
被
疑
者
自
身
に
與
駕
ら
れ
た
構
利
　
　
手
綾
上
の
防
禦
の
爲
、
被
疑
者
に
與
え
ら
れ
た
槽
利
と
し
て
は
次
の

　
（

如
捲
も
の
を
暴
げ
る
こ
と
が
拙
來
る
“

　
④
各
種
の
虚
分
に
封
し
～
不
服
を
申
立
て
る
穰
利
　
例
え
ば
、
勾
留
、
押
牧
叉
は
押
牧
物
の
還
付
に
關
す
る
裁
判
に
封
す
る
抗
告
又
は

不
服
申
立
櫨
（
四
二
九
傑
輔
凋
二
雛
、
四
三
〇
傑
）
、
鑑
定
の
た
め
の
留
櫨
（
薗
油
蕗
三
項
の
⇔
多
照
）
を
命
す
る
裁
制
に
封
す
・
る
抗
告
申
立
権
（
四

呂
九
僚
一
項
三
競
）
、
身
燈
の
検
査
を
受
く
る
も
の
に
封
し
過
料
又
は
賠
償
を
命
杢
る
裁
利
菰
封
す
る
抗
告
申
立
権
（
同
一
項
五
撲
）
、
鋳
護
人

叉
は
誹
獲
人
と
な
ろ
う
と
す
る
も
の
と
の
接
見
の
日
時
、
場
所
及
び
時
間
の
指
定
塵
分
に
封
す
拓
不
服
申
立
権
（
四
三
〇
鎌
）
等
が
こ
れ
で

あ
る
。

　
⑨
捜
索
を
受
け
た
る
陽
合
に
於
け
る
護
明
書
交
付
誇
求
構
　
捜
索
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
護
擦
物
叉
は
波
牧
す
べ
き
も
の
が
な
い
と

唐
は
、
捜
索
を
受
け
た
者
、
從
つ
て
．
被
疑
者
が
捜
索
を
受
け
た
と
き
は
被
疑
者
に
於
て
、
其
旨
の
誰
明
書
の
交
付
を
講
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
ニ
ニ
ニ
傑
、
一
一
九
係
）
。

　
り
押
牧
目
鎌
講
求
檬
押
教
し
た
場
合
、
そ
の
目
録
を
作
ひ
、
斯
有
者
、
厨
持
者
著
，
、
は
保
管
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
代
る
べ
き
者

に
、
交
付
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
被
疑
者
に
於
ぐ
、
そ
の
交
付
を
求
め
得
る
場
合
が
あ
ξ
（
三
三
峰
、
ご
δ
峰
）
。



碕
勾
留
の
理
由
開
示
請
求
槽
　
勾
留
さ
れ
七
い
る
被
疑
者
は
、
裁
判
官
に
、
勾
留
の
理
由
の
開
示
を
講
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
啓
法
に
於
て
は
、
全
然
な
か
つ
た
制
度
で
あ
り
、
新
憲
法
第
三
四
條
後
段
の
規
定
に
基
き
、
感
急
措
置
法
に
於
て
、
は
じ
め
て
、
こ

れ
に
關
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
慮
急
借
置
法
六
條
二
項
）
。
然
し
、
こ
の
慮
急
措
置
法
の
規
定
は
「
勾
留
に
つ
い
て
は
申
立
に
よ
り
直
ち

に
被
合
人
又
は
被
疑
者
及
ぴ
こ
れ
ら
の
者
の
緋
護
入
の
出
旛
す
る
公
開
の
法
廷
で
そ
の
理
由
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る

に
止
り
、
申
立
槽
者
及
ぴ
其
手
績
の
詳
細
に
つ
い
亡
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
こ
れ
に
封
し
、
改
正
法
に
於
て
は
、
こ
れ
に
り
塾

で
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
粕
第
八
二
條
乃
至
第
八
六
條
の
規
定
が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
ζ
れ
ら
の
規
定
は
、
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
た

場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、
第
二
〇
七
條
、
第
矧
二
鱒
條
、
第
嶋
二
六
條
の
規
定
に
よ
勢
、
被
疑
者
が
勾
留
さ
れ
た
場
合
に
も
準

用
さ
れ
る
（
但
反
封
説
が
あ
る
）
。
勾
留
の
理
由
の
開
始
請
求
槽
を
認
め
た
理
由
は
、
公
開
の
法
廷
に
於
て
、
勾
留
の
理
由
を
開
示
せ
し
め

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
不
當
な
勾
留
の
開
始
又
ぱ
椴
綬
を
防
止
せ
し
め
、
以
て
被
勾
留
者
の
人
擢
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
こ
と
は
言

う
迄
も
な
い
。

　
勾
留
の
理
由
開
示
の
講
求
は
、
被
疑
者
ば
か
り
で
な
く
、
被
疑
者
の
馨
護
人
、
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
、
兄

弟
姉
妹
そ
の
他
利
害
關
係
人
も
亦
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
（
二
〇
七
條
、
一
二
一
條
、
一
二
六
條
、
八
二
蜂
二
項
）
、
同
一
の
勾
留
に
つ

い
て
、
請
求
が
二
つ
以
上
あ
る
場
合
が
生
す
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
開
示
手
綾
は
、
最
初
の
請
求
に
つ
い
て
行
い
、
そ
の
他
の
請
求

は
、
開
示
の
手
鞍
が
絡
つ
た
後
、
決
定
で
こ
れ
を
却
下
す
る
こ
と
と
な
し
た
（
二
〇
七
條
、
八
六
蜂
）
。
叉
、
こ
の
講
求
は
，
保
騨
、
勾
留
の
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

行
停
止
若
し
く
は
勾
留
の
取
溝
が
あ
つ
た
と
き
叉
は
、
勾
留
歌
の
敷
力
が
漕
滅
し
た
と
き
は
、
「
そ
の
敷
力
を
失
う
（
二
〇
七
條
、
八
二
條
）
。

　
㈱
勾
留
の
理
由
開
示
期
日
に
出
廷
す
る
の
権
及
ぴ
意
見
を
蓮
ぺ
る
の
棲
　
被
疑
者
は
、
開
示
潮
目
に
出
廷
す
る
棲
利
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
被
疑
者
炉
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
醗
廷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ζ
の
こ
と
は
、
被
疑
者
旨
身
が
開
示
の
講
求
を
し
た
場
合
の
み

　
　
　
　
赦
蜜
溺
亭
雛
訟
蟄
に
於
ほ
る
披
幾
者
及
び
被
告
人
の
地
位
饒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
改
霊
刑
寮
篠
訟
渋
に
於
け
る
被
疑
者
及
び
被
皆
人
の
地
位
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
二
圃
．
0
）

な
ら
ウ
、
．
辮
護
人
其
の
他
前
蓮
し
た
者
が
請
求
を
し
た
場
合
に
於
て
も
亦
同
嫌
で
あ
る
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
被
疑
者
が
、
病
無

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
つ
て
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
す
且
つ
彼
疑
者
に
異
議
が
な
い
と
き
に
は
、
被
疑
者
が
在
廷
し
な
く
と

も
、
開
廷
す
る
ご
と
が
で
き
る
（
二
〇
七
條
、
凡
三
條
三
項
）
o

　
ノ

　
又
被
疑
瀞
は
、
勾
留
に
つ
い
て
意
見
を
逮
べ
る
こ
と
が
出
來
る
（
二
〇
七
傑
、
ニ
コ
條
、
二
一
六
條
、
八
四
傑
）
。
こ
の
場
合
、
被
疑
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　

開
示
の
講
求
を
な
し
た
場
合
た
る
と
他
の
者
が
講
求
を
な
し
た
場
合
た
る
と
を
問
わ
な
い
こ
と
は
、
鮫
疑
者
の
在
廷
構
の
場
合
と
同
操
で

あ
る
。
．
こ
の
意
見
は
、
直
接
は
、
勾
留
虚
分
に
何
等
の
影
饗
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
が
、
勾
留
の
取
調
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
等
の
虚
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

を
促
す
事
賓
上
の
数
果
を
持
つ
嚇
合
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
内
勾
留
の
取
漕
講
求
構
　
勾
留
の
理
由
又
は
勾
留
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
裁
鋼
官
は
、
桧
察
官
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者

若
し
く
は
そ
の
欝
護
人
、
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
講
求
に
よ
り
、
又
は
磯
椹
で
、
決
定

を
以
て
勾
留
を
取
消
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
二
〇
七
條
、
一
二
一
條
、
一
二
六
燦
、
入
七
傑
）
の

岬
qゆ
鋳
解
檬
、
被
疑
者
は
、
逮
捕
せ
ら
れ
た
場
合
に
於
広
、
欝
解
槽
を
行
使
し
、
不
當
に
身
麗
の
自
由
を
拘
束
せ
ら
る
る
こ
と
を
防
止
す

る
の
権
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
そ
の
た
め
、
司
法
警
察
員
又
は
槍
察
官
は
、
敏
疑
者
に
封
し
、
犯
罪
事
實
の
要
旨
を
告
げ
、
辮
解

の
擾
禽
を
翼
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
二
9
一
篠
乃
歪
二
〇
五
様
、
第
二
二
條
、
一
二
六
條
V
。
　
裁
制
官
が
、
勾
留
歌
を
震
す
る
場
合
に
於
て

も
、
雛
【
疑
事
管
ハ
を
告
げ
、
こ
れ
に
“
閥
す
る
陳
蓮
を
碧
く
べ
き
で
あ
夢
（
2
0
七
傑
、
二
一
一
條
、
二
一
六
條
、
六
一
燦
）
、
こ
の
場
合
に
於
て
も

亦
、
被
疑
者
は
、
不
嘗
に
勾
留
せ
ら
る
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
辮
解
を
な
す
こ
と
が
患
來
る
鐸

　
ラ

　
B
琢
防
的
防
禦
の
鴛
に
被
疑
者
に
輿
え
ら
れ
た
る
構
利
　
　
豫
防
的
防
禦
の
露
に
被
疑
者
に
異
え
ら
れ
た
権
利
と
し
て
は
、
鋳
解
穫
及

　
（

ぴ
誼
擦
提
出
構
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。



　
④
藩
解
構
　
辮
解
槽
は
、
前
遠
の
如
く
手
績
上
の
防
禦
の
た
め
に
も
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
豫
防
的
防
禦
の
た
め
蕉
も

亦
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
帥
ち
、
被
疑
者
は
、
捜
査
機
關
の
幽
頭
の
求
め
あ
る
場
合
は
勿
論
、

求
め
の
な
い
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
許
に
餌
頭
し
て
、
公
訴
分
提
起
を
豫
防
す
る
た
め
に
、
辮
解
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
云
う
ベ

オ
で
あ
る
。
逮
捕
又
は
勾
留
の
機
會
に
於
て
、
手
綾
上
の
防
禦
を
か
ね
て
、
豫
防
的
防
禦
2
め
の
辮
解
を
爲
し
得
る
こ
と
窓
勿
論
で
あ

る
。
而
し
て
、
捜
査
槻
關
は
、
こ
の
被
疑
者
の
辮
解
を
き
玉
、
起
訴
不
起
訴
決
定
の
際
、
こ
れ
を
考
慮
す
ぺ
き
職
務
上
の
義
務
を
有
す
る

’
も
の
と
曇
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
そ
の
供
蓮
の
眞
慨
の
判
断
、
そ
の
供
蓮
に
如
何
な
る
實
質
的
償
値
を
認
む
る
か
、
は
、
原
則
と
し
て
、

固
よ
り
橡
察
官
の
自
由
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
⑨
誰
擦
提
出
槽
　
被
疑
者
が
、
豫
防
的
防
禦
の
周
的
を
以
て
、
自
己
に
利
釜
な
謹
撮
を
、
提
幽
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
勧
文
が
な

い
。
從
つ
て
、
捜
査
覆
關
に
於
て
、
自
ら
、
被
疑
者
に
と
つ
て
利
盆
な
鐙
撮
を
も
蒐
蘂
す
る
こ
と
が
で
き
叉
し
な
サ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ぱ
勿
論
と
し
て
も
、
被
疑
者
に
於
て
、
か
』
る
謹
擦
を
提
撮
す
る
こ
と
は
で
を
な
い
と
云
う
議
諭
も
立
ち
得
る
。
然
し
な
が
ら
、
被
疑
者

ぱ
、
起
訴
、
不
起
訴
に
つ
貴
重
大
な
る
利
害
闘
係
を
有
す
る
者
で
あ
夢
、
法
律
が
翫
に
、
被
疑
者
に
辮
解
擢
を
與
え
て
い
る
以
上
、
有
利

な
誼
擦
を
提
出
す
る
構
利
も
亦
こ
れ
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
の
が
正
當
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
は
．
そ
の
反

面
に
於
て
、
捜
査
綾
關
は
、
か
玉
る
被
疑
者
よ
り
提
出
さ
れ
た
譲
擦
を
受
理
す
る
義
務
が
あ
夢
、
捻
察
官
は
、
か
ム
る
謹
擦
を
、
起
訴
不

起
訴
を
決
定
す
る
際
、
考
慮
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
曇
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
そ
の
謹
擦
を
取
調
ぺ
る
た
め
に
、
特
別
な
手
綾
を

要
す
る
場
合
、
例
え
ば
被
疑
者
が
、
被
疑
者
以
外
の
者
の
取
調
、
鑑
定
、
轍
護
等
を
求
め
た
場
合
に
於
て
は
、
其
取
調
の
必
要
あ
り
や
否

や
の
詞
断
は
、
捜
査
擾
”
醐
に
於
て
、
自
由
に
な
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
て
、
若
し
こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
と
恩
粁
す
る
と
き
は
、
取
9
詞
べ

な
く
と
も
よ
い
も
の
と
解
す
る
の
が
愛
嘗
で
あ
ろ
う
9

　
　
　
　
藁
箆
鷺
事
鴛
訟
法
に
於
け
る
被
憂
者
及
が
被
告
人
の
埴
位
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
兎
　
　
　
（
二
一
輔
）



　
　
　
改
蕉
烈
察
稀
訟
法
起
於
嫁
る
被
窺
麦
及
び
彼
告
人
め
塊
位
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
一
二
）

　
　
C
準
伽
的
防
禦
の
た
め
に
被
疑
者
に
與
え
ら
れ
た
構
利
　
　
被
疑
者
が
準
備
的
防
禦
の
た
め
に
な
す
べ
き
最
も
重
要
な
活
動
は
、
公
判

　
開
始
後
に
於
て
、
自
己
の
防
禦
に
役
立
つ
と
思
わ
る
る
誰
擦
を
蒐
集
し
且
保
存
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
改
正
法
が
認
め
た
櫓

利
は
鐙
擦
保
全
の
請
求
擢
で
あ
る
。

　
蕎
法
の
下
に
於
て
も
、
被
疑
者
が
準
備
的
防
禦
活
動
を
爲
す
こ
と
は
、
禁
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
か
つ
た
。
被
疑
者
は
、
自
由
に
～
自
己
に

有
利
な
謹
擦
を
蒐
集
し
保
存
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
然
し
又
法
律
は
、
こ
の
被
疑
者
の
防
禦
活
動
に
封
し
て
積
極
的
援
助
を
加
客

る
こ
と
も
し
な
か
つ
た
。
の
み
な
ら
す
寧
ろ
、
被
疑
者
の
か
工
番
自
由
の
濫
用
殊
に
謹
鑛
の
煙
滅
を
防
止
す
べ
く
考
慮
を
彿
う
に
す
ぎ
な

か
つ
た
。
こ
の
鮎
に
於
て
、
被
疑
者
の
防
禦
檬
は
、
法
律
上
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o

　
然
る
に
、
改
正
法
は
こ
の
態
度
を
改
め
、
重
要
な
改
正
を
加
え
た
。
識
蝶
保
全
の
規
定
が
こ
れ
で
あ
る
。
留
ち
、
改
正
法
第
一
七
九
條

第
一
項
は
、
「
被
告
人
、
被
疑
者
又
は
鋳
護
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
謹
擦
を
保
全
し
て
蕊
か
な
け
れ
ば
そ
の
護
擦
を
使
罵
す
る
こ
と
が
困
難

潅
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
同
の
公
制
期
日
龍
に
限
り
、
裁
刹
官
に
押
牧
、
捜
索
、
按
誰
、
詮
入
の
尋
問
叉
は
鑑
定
の
塵
分
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
た
か
ら
、
被
疑
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
ρ
必
要
の
あ
る
誼
擦
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
保
全
す
る
た
め

に
、
裁
判
官
に
右
の
如
き
諸
種
の
虜
分
を
講
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
被
疑
者
は
準
備
的
防
禦
の
上
に
、

大
な
る
保
養
を
加
え
ら
れ
た
課
で
あ
る
。
例
え
ば
、
滅
失
叉
は
紛
失
の
虞
の
あ
る
護
擦
物
に
っ
》
て
、
押
牧
、
捜
索
、
鑑
定
等
の
塵
分
を

請
求
し
、
鍵
更
の
虞
の
あ
る
場
所
に
つ
き
桧
謹
を
求
め
、
死
期
の
近
づ
け
る
護
人
に
つ
い
て
そ
の
尋
問
を
講
求
す
る
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

と
の
場
合
、
講
求
を
受
け
た
裁
鋪
官
は
、
露
分
を
な
す
と
否
と
の
自
由
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
請
求
が
明
ら
か
に
理
由
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ぱ
、
保
全
し
て
海
か
な
け
れ
ば
そ
の
誰
擦
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
清
が
な
い
こ
と
が
明
ら
が
な
場
合
・
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

分
が
明
ら
か
に
無
釜
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
場
合
）
等
の
外
は
、
講
求
さ
れ
た
露
分
を
な
す
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
炉
愛
當
で
あ
ろ



う
o　

講
求
を
受
け
た
裁
剣
官
は
、
そ
の
虎
分
に
關
し
て
、
裁
判
所
叉
は
裁
判
侵
と
同
輔
の
権
限
を
有
す
る
（
一
七
九
條
二
項
∀

　
更
に
被
疑
者
は
、
裁
判
官
の
許
可
を
受
け
て
、
裁
刺
所
に
於
て
、
右
の
虎
分
に
關
す
る
書
類
及
ぴ
護
擦
物
を
閲
鷺
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

（
一
八
0
條
二
項
本
丈
）
、
但
し
辮
護
人
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
（
同
但
）
。

　
ラ

　
D
手
績
上
の
防
禦
、
豫
防
的
防
禦
及
ぴ
準
備
的
防
禦
の
三
者
に
共
通
し
て
被
疑
者
に
認
め
ら
れ
る
構
利
　
　
手
績
上
の
防
禦
、
豫
防
的

　
（
　
　
　
　
　
の

防
禦
及
ぴ
準
備
的
防
禦
の
三
に
通
じ
て
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
被
疑
者
に
認
め
ら
れ
た
櫨
利
と
し
て
は
、
女
の
如
き
も
の
を
あ
げ
る
．
こ
と

が
で
き
る
。

　
⑳
緕
護
人
選
任
棲
　
被
疑
者
に
緋
護
人
を
選
任
す
る
檎
利
を
認
た
こ
と
は
、
改
正
法
の
奮
法
に
比
し
て
有
す
る
著
し
い
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
衡
法
の
下
に
於
て
は
、
云
う
迄
も
な
く
、
公
訴
提
起
後
部
ち
被
告
人
に
限
夢
、
辮
護
人
を
選
任
す
る
檬
利
を
認
め
、
公
訴
提
起
前

帥
ち
被
疑
者
に
ウ
ぢ
て
は
、
鼎
謹
人
選
任
槽
を
拒
否
し
た
。

　
感
急
描
置
法
に
於
て
は
、
「
何
人
も
理
由
を
直
ち
に
告
げ
ら
れ
且
つ
直
ち
に
擦
護
人
を
依
頼
す
る
樺
利
を
與
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
、
拘
禁

さ
れ
な
い
」
と
ま
う
憲
法
第
三
四
條
の
要
求
に
基
き
、
身
媛
の
拘
束
を
受
け
た
被
疑
者
に
限
夢
、
擦
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

を
規
定
し
た
（
慮
念
措
置
法
三
傑
）
。
改
正
法
は
、
こ
の
感
急
措
置
法
に
封
し
て
更
に
一
歩
を
進
め
、
鍍
告
人
又
は
被
疑
者
は
』
何
時
で
も

欝
獲
人
を
濯
任
す
み
こ
と
が
で
琶
る
、
と
規
定
し
（
蟹
δ
條
一
項
）
、
被
疑
者
が
、
身
醗
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
と
否
と
に
拘
ら
す
、
鼎
護

入
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
身
農
の
拘
束
を
受
け
て
い
な
い
被
疑
者
に
馨
護
人
選
任
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の

要
求
で
な
》
が
ー
被
告
人
に
封
し
て
は
、
身
醒
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
と
否
と
に
拘
ら
す
、
辮
護
人
を
依
輯
す
る
棲
利
を
認
め
る
こ
と

が
、
憲
法
上
の
要
求
で
あ
る
（
憲
法
二
七
傑
三
項
Y
…
ー
而
藍
巌
正
渋
の
こ
の
取
扱
は
當
を
得
た
も
の
と
云
わ
ね
ぱ
な
ら
な
犠
。
蓋
し
、
被
疑
。

　
　
　
　
敵
蕉
欝
亭
篠
訟
漢
に
於
妙
蚤
競
漉
者
及
び
被
皆
人
の
亀
位
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
哺
　
　
　
（
二
｝
三
）



　
　
　
後
麓
購
事
騨
訟
法
に
於
け
る
被
髪
者
及
び
被
告
人
の
地
位
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
濫
　
　
　
（
一
＝
四
）

着
は
、
身
鰻
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
言
捜
査
の
結
果
を
自
己
に
有
利
κ
展
開
せ
し
め
る
た
め
に
、
最
善
且
最
大
の
努
力

を
な
す
必
翼
に
迫
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
が
た
め
に
は
、
桧
察
官
そ
の
他
の
捜
査
槻
關
の
張
力
な
捜
査
権
に
封
抗
し
て
、
藩
護
人
の
助
力
を

求
め
る
必
饗
の
あ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
云
つ
て
、
極
め
て
當
然
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
欝
護
人
に
依
る
纏
護
の
本
質
、
緋
護
人
の
地
位
等
に
つ
い
ズ
は
、
今
此
慮
に
立
入
つ
て
蓮
べ
る
こ
と
を
遜
け
た
い
。
然
レ
、
こ
れ
を
被

疑
者
の
方
画
よ
り
見
れ
ば
、
欝
護
人
を
濯
任
す
る
と
紫
う
こ
と
は
、

擦
護
人
と
云
う
特
種
の
機
關
を
し
て
、
自
己
を
防
禦
せ
し
む
る
こ
と

で
あ
つ
て
、
．
被
疑
者
自
身
の
爲
す
、
前
述
し
た
よ
う
な
種
女
の
防
禦
が
、
自
力
防
禦
と
云
わ
れ
得
る
な
ら
ば
、
緋
護
人
を
選
任
し
、
こ
れ

を
し
て
自
己
を
防
禦
せ
し
む
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
他
力
防
禦
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
弛
力
に
よ
る
防
禦
の
構
利
が
辮
護
人
選

任
槽
で
あ
る
。

　
改
並
法
は
、
右
の
如
く
、
被
疑
者
に
被
告
人
と
同
様
、
辮
護
人
を
選
任
す
る
構
利
を
認
め
て
b
る
が
、
被
疑
者
の
鼎
護
人
と
被
告
人
の

そ
れ
と
は
、
多
少
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
．
被
告
人
に
封
し
て
は
、
莇
に
公
訴
が
提
起
さ

れ
、
槍
察
官
の
訴
邉
は
就
に
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
被
疑
者
に
封
し
て
は
、
未
だ
公
訴
の
提
起
が
な
く
、
軍
に
將
來
公
訴
が
提

起
さ
れ
る
具
艘
的
可
能
性
若
し
く
は
蓋
然
性
が
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
糞
め
、
辮
護
人
に
よ
る
防
禦
を
必
要
と
す
る
程
度
に
相
違
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
今
そ
の
異
な
る
と
こ
ろ
の
主
た
も
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
⑥
裁
判
駈
は
裁
判
湧
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ウ
、
被
告
人
叉
は

被
疑
者
の
辮
護
人
の
数
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
（
三
五
條
本
丈
）
、
破
告
人
の
馨
護
人
に
つ
い
て
は
、
右
の
割
限
は
薄
特
別

の
事
情
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
（
同
條
魁
書
）
、
㈲
被
皆
人
に
つ
い
て
は
、
貧
国
其
の
他
の
理
由
に
よ
つ
て
擦
護
人
を
選
任
す
る
こ
止

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
朝
所
は
、
そ
の
講
求
に
よ
り
、
被
告
人
の
た
め
辮
護
人
を
附
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
溝
（
三
六
條
）
ヤ

被
疑
者
に
封
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
簸
護
入
選
任
講
求
纏
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
裕
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
所
謂
彊
鵠
驚
護
9
嗣



度
（
二
八
九
鎌
）
も
認
め
ら
れ
て
b
な
い
こ
と
、
等
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
さ
て
、
被
疑
者
は
、
右
の
よ
う
に
、
辮
護
人
を
選
任
ず
る
槽
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
法
律
は
、
こ
の
被
疑
者
の
有
す
る
辮
護
人
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

任
槽
を
尊
璽
し
、
そ
の
行
使
に
遺
憾
な
か
ら
し
む
る
た
め
に
、
捜
査
機
關
に
封
し
、
被
疑
者
逮
捕
の
場
合
に
、
こ
れ
に
封
し
て
、
藩
護
人

を
逡
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
義
務
を
か
し
て
い
る
（
二
〇
三
條
、
二
〇
四
條
、
U
二
一
條
、
二
U
六
條
》
稔
察
官
、
槍
察
事
務
官

文
は
司
法
警
察
職
員
が
、
身
禮
の
拘
束
セ
受
け
て
い
な
い
被
疑
者
の
幽
頭
を
求
め
、
こ
れ
に
慮
じ
て
被
疑
者
が
出
頭
し
た
場
合
に
も
、
ζ

れ
に
封
し
て
、
・
緋
護
人
を
選
任
し
得
る
皆
を
苦
げ
る
の
が
相
當
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
告
知
の
法
律
上
の
義
務
は
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　
藩
護
人
選
任
の
手
檀
に
つ
い
て
は
、
法
律
は
軍
に
二
〇
九
條
、
二
二
條
、
二
＝
ハ
條
等
に
よ
ゆ
、
七
八
條
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る

に
止
ま
り
他
は
裁
剰
所
規
則
に
譲
つ
た
。
こ
の
鐵
に
つ
い
て
ぱ
、
後
に
破
告
人
の
藩
護
人
選
任
に
つ
い
て
述
ぺ
る
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
⑨
藩
護
人
と
の
交
通
槽
他
力
防
禦
の
實
を
學
げ
る
た
め
に
綜
、
被
疑
者
に
於
て
箪
に
辮
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら

ず
、
進
ん
で
藩
護
人
又
は
鼎
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
被
疑
者
と
の
交
通
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
髄
の
拘
束
を
受
け
て

い
な
い
被
疑
者
に
つ
い
て
は
こ
の
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
特
に
規
定
を
要
す
る
の
は
、
身
盟
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
被
疑
者
に
つ
い

て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
正
法
第
三
九
條
一
項
は
「
身
盟
の
拘
束
を
受
け
て
い
る
被
音
人
又
は
接
疑
者
は
、
欝
護
人
叉
は
辮
護
人
を
選
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
依
頼
に
よ
夢
癬
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
（
辮
護
士
で
な
い
著
に
あ
つ
て
ぱ
、
第
三
十
一
條
第
二
項
の
許
可
が

あ
つ
た
後
に
隈
る
。
）
と
立
食
人
な
く
し
て
接
見
し
、
又
は
書
類
若
し
く
は
物
の
授
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
、
被
疑
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
欝
護
人
叉
は
欝
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
が
、
立
含
人
な
く
し
て
交
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
権
利
を
認
め
る
こ

と
は
、
被
疑
者
の
防
禦
権
、
纏
護
人
の
辮
護
樫
を
し
て
實
敷
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
経
醗
的
に
必
要
激
こ
と
で
あ
り
、
改
正
法
の
こ
の
規
［

　
　
　
　
改
蕉
溺
峯
欝
蟄
訣
に
於
け
る
被
撫
考
及
び
被
告
人
の
地
位
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
輔
二
五
）



　
　
　
産
琵
鷺
滞
簾
訟
法
に
於
け
蚤
破
疑
者
及
び
被
畳
人
の
地
位
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
二
」
六
）

定
は
極
め
て
適
切
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
こ
の
こ
と
は
一
面
に
於
て
、
破
疑
者
に
封
し
逃
亡
の
機
會
が
與
え
ら
れ
、
謹

擦
の
渥
滅
に
便
宜
を
輿
え
又
ぱ
、
戒
護
に
支
障
の
あ
濁
物
が
授
受
屡
れ
る
虞
も
あ
る
か
ら
、
同
條
第
二
項
は
、
法
令
（
裁
判
所
の
規
則
を
、

含
む
）
で
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
規
定
す
番
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
又
、
こ
の
槽
利
が
、
捜
査
機
關
の
捜
査
の

途
行
と
衝
突
す
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
法
律
は
に
の
鐵
に
つ
い
て
も
亦
特
別
な
規
定
を
設
け
、
爾
者
の
調
整
を
は
か
つ
た
。
帥
ち
、
検
祭

官
、
検
察
事
務
官
又
は
司
法
警
祭
職
員
は
、
捜
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
乏
き
は
、
公
訴
提
起
煎
に
限
り
、
右
の
接
見
叉
は
授
受
広
關
し
、

そ
の
圓
時
、
場
所
及
ぴ
時
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
そ
の
指
定
は
、
被
疑
者
が
防
禦
の
準
備
を
す
る
権
利
を
不
當
に
制
限
す

る
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
て
は
港
ら
な
》
（
三
九
燦
三
項
）
。
こ
の
指
定
に
郵
し
て
は
不
服
の
申
立
が
で
き
る
（
四
三
〇
乃
範
四
三
二
探
）
。

　
の
緕
穫
人
以
外
の
者
と
の
交
通
描
　
勾
留
さ
れ
た
被
疑
者
は
、
癬
護
人
又
は
耕
護
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
以
外
の
者
と
交
通
す
る
こ
と

　
　
　
ノ

が
で
き
る
（
一
δ
七
僚
、
ニ
コ
傑
、
二
輔
六
僚
、
爪
0
條
）
。
留
ち
法
令
（
裁
判
所
規
則
を
含
む
）
の
範
園
内
で
、
接
見
し
、
又
は
書
類
若
し

く
は
物
の
投
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
、
逮
捕
さ
れ
た
が
、
未
だ
勾
留
さ
れ
て
い
な
い
被
疑
者
に
つ
い
て
ぱ
．
こ
の
槽
利
は
認
め
ら
れ
て

“
な
い
。
文
裁
剰
官
は
、
逃
亡
し
又
は
罪
謹
を
隠
滅
す
る
と
疑
う
に
足
夢
る
相
當
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
捻
察
官
の
講
求
に
よ
夢
叉
は

職
権
で
、
右
の
接
見
を
禁
じ
、
又
は
授
受
す
べ
き
書
類
そ
の
他
の
物
を
検
閲
し
、
そ
の
授
受
を
禁
じ
、
若
し
く
は
こ
れ
を
差
し
押
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

と
が
で
崔
る
じ
但
し
糧
食
の
授
受
を
禁
じ
、
叉
は
こ
れ
を
差
し
押
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
二
〇
七
傑
、
働
二
一
修
、
二
一
六
傑
、
八
瞬
傑
）
。

　
こ
の
繕
護
人
以
外
の
着
と
交
通
す
る
簿
利
は
．
勿
論
、
軍
に
防
禦
の
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
親
族
の
者
と
蒙
事
に

つ
》
て
相
談
し
、
お
互
の
溝
息
を
傳
え
、
或
ば
叉
鰻
食
そ
の
他
の
物
品
を
授
受
す
る
等
“
被
疑
者
の
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ら
な
“
利
釜
を
保
護
す
る
趣
旨
に
於
て
も
亦
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
修
然
し
防
禦
権
を
保
護
す
る
目
的
を
も
桑
ね
て
持
つ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
は
、
否
定
す
ぺ
き
で
は
な
い
。
蓋
し
被
疑
者
の
渋
定
代
理
人
，
補
佐
人
、
配
偶
考
，
直
系
の
幾
族
、
兄
弟
嫡
妹
等
は
、
被
疑
着
（
そ
れ
に



封
し
公
訴
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
被
皆
人
）
の
利
釜
を
防
禦
す
る
た
あ
、
訴
訟
法
上
種
六
の
構
利
を
認
め
ら
れ
て
居
り
（
例
え
ぱ
、
三
〇
傑
箪

二
狽
に
よ
る
錨
護
人
逡
任
纏
、
四
二
條
に
よ
り
補
佐
人
と
な
る
擢
利
、
二
〇
七
傑
、
二
一
一
傑
、
二
一
六
探
、
八
二
條
乃
範
八
四
鎌
の
規
定
鑓
よ
る
、
勾
留

の
灘
由
の
閉
示
を
請
求
す
る
纏
利
、
そ
の
他
勾
留
の
取
潰
請
求
横
、
保
廊
請
求
擢
等
）
、
　
㎜
從
つ
て
、
　
こ
れ
ら
の
者
が
、
右
の
穰
利
を
行
使
し
、
被
疑

者
の
利
釜
を
防
禦
す
べ
く
、
被
疑
者
と
接
見
し
、
或
は
書
類
等
の
授
受
を
な
す
必
要
め
あ
る
こ
と
は
、
多
言
を
憂
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）

藁
覧
瀬
叢
欝
鍛
法
に
於
げ
ゐ
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
地
位
9

二
五

（
二
一
七
）


